














は じ め に
京都大学東南アジア研究センター所長 岩 村 忍
京都大学東南 アジア研究 センターは,1963年1月に学内措置 として設置 され,
同年4月 か ら第1期5力 年計画 の実施に着手 した。 これ はフォー ド財団 の35万ド
ル の資金援助 にも とつ く。翌1964年度,東 南 アジ ァ研究 センター後援会 が組織さ
れ,約6,000万円の寄付金を関西を中心 とす る財界か らあお ぎ,自 然科学 部門の
現地調査研究 は この年度 からは じまった。1965年4月,国立学 校設置法施行 規則
第20条 の2に より,「東南 アジ アの総合 的地域研究を推進す る組織」 としての東
南 アジア研究 センターが官制化 され,1部 門が設 け られた。
東南 アジア研究計画 は,本 年3月,第1期5力 年計 画の第3年 度をお わ り,4
月か ら第4年 度 に入 る。 ここに,年 次報告 として所報皿1965/1966を刊行,1965
年度 におけ る事業状況 を報告す る とともに,1966年度 の事業計 画を展望 したい。
第3年 度 も,現 地で の調査研究活動を予定 どお り進 めることがで きた。 タイに
おけ る3力 村,マ ラヤ におけ る2力 村の現 地定着調 査をは じめ社 会科学部 門の調
査はほぼ完了,自 然科 学部門の調査は この年度に ピー クに達 した。養成計画 もす
すみ,交 流計 画 としては,多 数 の 外人専 門学者の 来訪 とい くつかの講義 があっ
たほか,と くに第1回 国際 シソポジ ウム``東南 アジ ァにおけ る日本の将来",また
第2回 国内 シンポジ ウム``東南ア ジァにおけ る水資源利用"は,き わめて成功 的で
あった。 図書資料 整備 計画 として昨年6月 京大付 属図書館にHRAF室 を開設。
出版計画 の中心 とな るReportsonResearchinSoutheastAsiaはNatural
ScienceSeries-1,Prof.TakashiSato,FieldCropsinThailandの刊行 をみ
た。SymposiumSeriesNo.1のRiceCultureinMalaya,東南アジア研究双書
第1巻 の故棚瀬嚢爾博士 の遺稿 「他 界観念 の原始形態 」 も出版 された。
第4年 度の現地調査 としては社 会科学部 門計画の残 りのほか,自 然科学部 門の
諸計 画がすすめ られ る。 また第4～5年 度 には,研 究 成果 の とりまとめ とその出
版に全力をそそ ぎ,さ らに,第2期5力 年計 画の立案 に とりか か る。過去3力 年
の フィール ド ・ワー クを とお して社会科学 と自然科学 との総合 的研究が いかに重
要 であ り,ま たそれ が方法 のいかんに よっては可能 であ ることを知 った。第2期
計 画でG,と くにintegratedareastudiesに主力を そそぎた い。
計画が順調 にすすんで き'たことにっいて,内 外 の関 係者 の好意 に負 う ところき
わめて大 ぎい。心か ら御 礼を申 しあげ,本 年 度に3aLても御期待 に酬いた い と覚
悟 を新た にす るしだい である。
1966年6月30日
調 査 研 究 事 業
1現 地 調 査
東南 アジア研究計 画は現地 におけ る調 査研究作業 を主 とす る。 これ は社会科学部門 と自
然科学 部門 とにわかれ,1965年度には43人の研究者が フィール ド・ワー クに参加 した。
A社 会 科 学 部 門
1.ビ ル マ ・タイ地域調査
ビルマ ・タイ地域 調査 は,1963年10月には じまった。本 岡武教授(東 南 ア研)は1965年
10月みたび タイに赴 き,タ イにおけ る農業 発展 の現地調査 をおえ,1966年3月帰国。 この
期間,と くに タイ中部平原におけ る土地基盤条件 の整備,南 タイにおけるゴム再植計画 に
ついて実地 に調査 した。
村落調査 として,カ レン族 の文化変容 を主題 に研究 をつづ けていた飯島茂助手(東 南 ア
研)は,1965年11月再 び タイ北部に入 った。昨年 の山地 カ レンにつづいて今年 はカレン族
の平地 民化 を研 究 目的 とし,メ ー ・ホン ソーソ県 メー ・サ リエンに昌子夫人 とともに定着
調査を してい る。夫人を同伴 して村 に定着 する ことは,研 究上 きわめて望 ま しい。飯島助
手は当 セ ンター としては この先鞭 をつ けたのであった。
水野浩一 研修員(東 南 ア研)は,昨 年度 にひきつ づき・東北 タイの コンケーン西南20km
の ドーン ・デーングに1965年11月再 び赴 き・,現在,農 村社会構造 の変動過程を調査 してい
る。東北 タイ15県の概要調査 も行 なった。調査村 ドーソ ・デーングの東北 タイにおけ る特
殊性が 明 らかにされ よう。一 咋年 か ら昨年 にかけ,南 部 タイの ソン クラとハ ジャイの中間
にあ る回教 徒部落 ドンキ レクに入っていた矢野暢研修員(法 学部)は,1965年11月,村民
の大歓迎 を うけ て再 び村 に戻 った。村落 の コ ミュニケーショソの変容 を明らか にす るとと
もに,南 タイの特質 を も把握 し,3月,全 調査 を終 了 して帰 国 した。
2。 マ レーシア ・イン ドネシア地域調査
マ レーシア ・イン ドネシア地域調査 は,1964年6月か ら始 め られ,マ ラヤ北西部 ケダ ー
州の水稲単作農村 ア ロールジャ ソグスにおいて定着調査 を行 なってきた。調査班 の リーダ
ー棚瀬裏爾助教授(文 学部)は ,帰 国後3ヵ 月足 らず の1964年12月10日心筋梗 塞症 のため
急逝 したが,調 査 は残 った若 い人 々を中心 に続け られた。
坪内良博研修員(文 学部)は1965年6月,口 羽益生助教授(竜 谷大学)は7月 に,マ レ
ー人村落 の社会構 造 の調査を継続す るため現地 に戻 った。前 田清茂講 師(天 理大学)は,
アロールジャングスにおいて ひ とつの集落 を形成 し,主 として商店 や精米所 などを営む華
僑 の生活 を調査 す るため,7月 か ら9月 までア ロール ジャソグスのキャンプに合流 。 また
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イス ラムの影響 が強いマ レー人社会で男性 が女性 に面接調査 を行 な うのは困難なた め,梅
田輝 世大学 院学生(関 西学院大学)が,当 セン ターの唯一 の女性 調査員 として,7月 か ら
8月,ア ロールジャ ソグス班 の活動 を助け た。以上 の集約的 な調査を とどこお りな く終っ
て,現 地 キャソプは65年10月閉鎖 された。
前年度,マ ラヤ大学留学生 としてマ レーシア地域調査班 の調査 を助けた前田成文 大学院
学生(文 学部)は,非 イス ラムマ レー人集落 の調査 のため,65年7月 か ら,ジ 。ホ ール州
エソダ ウ川上流 のオ ラソ ・フル(ジ ャ クン族)の 部落 に単身住 み こみ,無 事調査 を終了,
66年5月帰国 した。
3,東 南アジアの宗教 にか んす る研究
前年度に タイ ・ビル マ ・カンボジア ・南ベ トナ ムの仏教教団 の現状を調査 した藤吉 慈海
助手(人:文科学研究所)は,1965年12月か ら翌年1月 にかけ,タ イ ・マ レーシアを訪 れ,
とくに タイで時代に よる戒律 の変化 と瞑想法 とについ て研究 した。
藤本勝 次教授(関 西大学文学 部)は,1965年7～9月,再 び マラヤで回教の現状 を調査
し,さ らに原資料収集 の必要 のた め,ア ラブ連合 カ イ ロに足を のぽ した。
4,東 南アジ アの教 育にかんす る研究
タイの近代化において教育のはたす役割 を課題 として,森 口兼二助教 授(教 育学 部)は,
1965年11月か ら翌年1,月にか けて,タ イに滞在,あ わせてヵ ソポジァ ・マ レーシ アをも
調査 した。栗 本一 男助手(教 育 学部)は,東 南アジア諸 国におけ る教育計 画の現状調査の
ため,フ ィ リピン ・イン ドネシア ・タイ ・マ レーシアを一巡 した。
5.東 南 アジアの政治構造 にかんする研究
東南 アジア諸国 と くに旧イン ドシナ3国 の政治的近 代化 の現 状調査 のため猪木正道教授
(法学部)が1965年8～9月,南 ベ トナム ・カソポジァ ・ラオスを旅行 し,あ わせ て,こ
れ ら3国 における現地調査 の可能性 につ いて打診 した。 ついで神谷不二教授(大 阪市立大
学法学部)は 東南 アジア諸 国における政治構造,と くに政治 と軍部 との関係 の調査 の ため
1966年2月か らべ1・ナム ・カソポジァ ・タイ ・マ レーシァ ・イン ドネシァの諸国に赴 き,
調査 の重 点を イソ ドネシアにお いてい る。
婚 約式のこ馳走 。(マ ラヤ ・ケ ダー 州)
自 転 車 で 通 学 す る 中 学 生。
(カンボジア ・シエムレアプ)
B自 然 科 学 部 門
1.生 物 班
(1)タイの高等隠花植物相の調査
タイの植物相,と くに 高等隠花植物相 の調査のた
め,田川基二助教授 ・岩槻邦男助手(理 学部)は シダ









年7月 から9月にかけ,主 として森林生物を収集。 と
くに赤道下における原生林の土壌動物の垂直分布にか
んする基礎資料(最 高点は3,023m)をうることに成
功 した。なお,こ のチームに,イ ン ドネシアにおける
社会科学部門調査可能性の打診のため酒井敏明大学院







タイ国の ソクズ。 黒い果 実をつけ,赤 い実 のな
る日本産の ものとの関 係は興味深い。
(下)Arisaemasp.テンナンシ ョウ属 の1種 。
世界の暖帯 から熱帯に分布 しているが,タ イで
も山地に しばしばみられ る。
乾燥 モンスー ン林。(タ イ)
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の差異を明 らかにす る研究を行 なった。 また,特 に タイ国におけ'る患者 家族の児童 お よび
健康環境 の児童 につ いて,癩 と結核の免疫学的関連性 にかんす る調査 を した。
(2)タ イにおけ る肺結核 にかんす る研究
寺松 孝助教授(結 核研究所)は,本 年 度 もまた1965年7～8月,Nonburi中央 胸部疾
患病院にお いて,肺 結核外科的疾患 の調査を 目的 とし,手 術適応例の状況 と手術実 施にあ
たっての問題 を調査 した。結核撲滅のためには,外 科的療法 が必須であ り,またベ ッ ド数 ・
薬品の整備補充 ・専門家不足な ど問題が山積 してい ることを明 らかに した。
(3)タ イ出血 熱病 原体にかんす る研究
東昇教授(ウ イル ス研究所)は,1965年8月,バ ン コクにおいて,タ イ出血熱病 原体 ウ
イルスの本体,と くにその増 殖 メカニズ ムを研究 。 ウイルスが50mμ,六 角形で あ り,増
殖 メヵニズムは``buddingofplasmamembrane"であっ て,細 胞外 に美 しい ウイルス
結晶を つ くる ことを解 明した。
(4)タ イにおけ る飲料 水含有弗素量 の調査 研究
美濃 口玄教授 は天野義彦助手(医 学部)と ともに,1966年1～2月,歯 牙弗素症 とくに
飲料水 中の弗素量 と現地食:習慣の調査 のため,タ イ ・カンボジ アに赴 ぎ,北 タイのチェン
マイ付近 において,弗 素 に よる歯 ぐされ病 を発見 した。現在 ,も ちかえった飲料水 の分析
をつづけてい る。
飲料水の中の弗素によ り熱帯では斑状歯が ベテルをかんで黒 くそまった歯。、











1965年12月から翌2月 にかけ,久 馬一剛助手(農 学部)と ともに,セ イロソのほかカンボ








(2)タ イの水 田につい ての植物栄養学的研究
カセツァー ト大学に1力 年留学 した福 井捷 朗大学院
学生(農 学部)は,1965年7月 か ら1966年1月にか
け,バ ンケソの農務省米穀局技術部試験場に実験室 を
もち,国 内の代表的水 田4ヵ 所 にお いて,窒 素の天然
供給 力の季節的変動を研究 した。
(3)東南 アジァにおけ る水稲栽培 の比較研究
1963～1964年にかけ,タ イ水稲栽培 の全般的な調 査
を行 なった渡部 忠世助教授(京 都府立大学)は,1965
年7～12月 にかけ',北タイのサ ソバ トン米作試験場 を
基地 とし,こ れ まであま り研究 され ていないモチ品種
の栽 培,と くに農家におけ る栽培 の実態,代 表的品種
の生 育習性,品 質の物理 的特性 を調査研究 した。
(4)東 南 アジ アの土壌 微生物 にかんす る研究
小林達治助手(農 学部)は,ユ965年8～9月,バ ン
コク平原の水田中の窒素固定微生物を探究 した。微生
物 の種類 と菌数 調査に より,低 収量 と菌類 との相 関性
を認めた。またマ ラヤにも赴 き,PenyakitMerahと
い う水稲 の病 気 の発生す る地方 では,タ ソパ ク分解菌
の多い ことを明 らかに した。
(5)東 南 アジァにおけ る作物病害 の研究
赤井重恭教授(農 学部)は,1965年10～11月,タイ・
マ レーシア ・カンボジ ア において,水 稲 その他2,3
の作物 の病害を 調査 した。 病害 は あまり 目立たない
が,栽 培方法が進歩すれば,い ろいろな病害の発生が
予測 され る。す でにマラヤで は穂 イモチの発生,ま た
ゴム林では材質病朽菌 に よる被害が多い ことを見た。
(6)東 南 アジ アにおけ る農業水 利計 画お よび
水利構造物 にかんす る調査研究
タイの農業水利計画 の立 て方 な らび に水利構造物の
設計 にかんす る調査研究 のた め,沢 田敏男教援 と南勲
助教授(農 学部)は,1965年8月,タ イ灌溜i局の援助
のも とに,現 地 を視察 し,農 業水利計画 と水利構造物
の設計上に おけ る問題点 を指摘 した。
(7)東 南 アジ アにおけ る家畜 の改良な らびに
繁殖にかんす る実情 調査
西 川義正教授(農 学部)は,1966年1～2月,タ イ・
カソボジア ・マ ラヤの畜産 の実態 を調査。 これに もと
フローテ ィングマーケ ットの果物売 り。(タ イ)
ついて計画的 な家 畜改 良方針 を樹 立する ことの必要 を痛感 した。
(8)魚 毒性成分含有植物 の探索
Callicarpa属植物 の探索 ・採 集 のため,河J助 手(農 学部)は1965年8月,マ ラヤ
に赴 き',Callicarpalongifolia,C.arborea,C.maingayiを採集,現 在 その 成分 を 抽 出
中であ る。
(9)湿 潤 アジア と乾燥 アジア との果樹作 の比較研究
小林章農学 部長 は1965年8月タイお よび イン ド・イランに赴 き,湿 潤 お よび乾燥地帯に
おけ る果樹 作の比較 調査を行ない,あ わせ て東南 アジア研究 セソ ター管理委員長 としてタ
イにおけ る東南 アジアの研究 活動 状況 を視 察 した。
荷物を運ぶ牛車..(タイ ・メー ホンソーン)
■ 研 究 例 会
現地調 査を終 った研究者は,当 セ ソターの研究例会で報告 す る。1965年度 には第77回よ
り第96回に至 る計20回の研究例会が催 され,1回 に2～3人 が報告,そ れに もとつ く討議
が行 なわ れた。
皿 調 査 研 究 計 画 の た め の 予 備 調 査
1.吉 里邦夫文 部省大学学術 局大学課 長は,京 大東 南 アジア研究 セソ ターの活動状況視察
のため,1965年10～11月に,タ イを短期訪 問 した。
2.岩 村 忍所 長は,第2期 計 画 の準備 のた め,1966年1月,タ イ ・カンボジア ・マ レーシ
ア ・イソ ドネ シア ・フィ リピンの諸 国を歴訪,各 国政府 の関係機 関 と折衝 をか さね た。
3.同 じ く第2期 に 自然科 学実験室を現地 に設 立す る計画の検討 のた め,、四手井綱英教授
(農学部)は 石井 米雄 助教授(東 南 ア研)と ともに,タ イ ・マレーシ アを 訪 問 して関係
機関 と交渉。 マ ラヤ大学 との共 同 ラボ ラ トリーの設立 が適 当であ るとの結論 をえた。
IVバ ン コ ク 連 絡 事 務 所
バ ン コク連絡事務 所 の運営 のため,1965年7～8月 は寺松孝助教授,1965年10月～1966
年3月 は本岡武教 授が責任老 とな り,両 者 の不在中 は,飯 島茂助手が代行 した。バ ソコ ク
連絡事務 所は現 地調査 の進捗 のため重要 な存在 で ある。内外の訪 問者 も多 く,1965年11月
には,中 村梅吉 文部大臣の訪問を えた。
養 成 事 業
1.留 学 生
前年度留学生のうち,桂満希郎(文学部大学院学生)は 留学延期が認められ,チ ュラロ
ンコーン大学に留学中のところ,1965年10月か らタマサ 一ート大学の外務省寄贈 「日本研究
講座」の講師となった。 また上記のように,前 田成文 ・福井捷朗はそれぞれ現地調査に従






交 流 事 業
1.シ ンポジ ウム
第1回 国際 シンポジ ウム 「東南アジアにおけ る日本の将来 」を1965年5月31日～6月2
日,猪 木 正道教 授(法 学部)を 運営委 員長 として,比叡 山ホテルにおいて開催 した。John
H. Badgley (Miami Univ.), Harry 
(Chulalongkorn Univ.), V. P. Dutt 
Feith (Monash Univ., Australia),
J. Benda (Yale Univ.), Prachoom Choomchai 
(Indian School of International Studies), Herbert 





Wurfel(Univ.ofMissouri)の10人の外人学者を招聰 し,日本 側か らは衛藤藩吉(東 大)・
福地崇生(国 際 キ リス ト教大学)・石川滋(一 橋大)・神谷不二(大 阪市大)・福島徳寿郎 ・
猪木正道 ・岩村忍 ・鎌倉昇 ・高坂正尭 ・香西茂 ・本 岡武(京 大)の11名 が参加 した。
第2回 国内シソポジ ウム 「東南 アジアにおけ る水資源 の利用」を1965年9月17～19日,
比叡 山ホテルにおいて,農 林省 ・海外技術協 力事業 団 と共催。冨士岡J教 授(農 学部)
が組織委員長 とな り,61名の参 加の もとに 現地調査 に もとつ く20名の報告があった。
2.講 演 会
第1回 学内講i演会を1965年5月29日,っいで第1回 公開講 演会を6月3日 に大阪 市の関
電ホ ールにおいて,そ れぞれ開催 した。
3.客 員教授の招膀
ビルマ政治 を専攻 とす るProf.JohnH.Badgley(MiamiUniv.)を1964年9月か ら1965
年6月 にかけて招聴,東 南 アジ ア政治 にっいての講義 を法学部 において もった。
4.学 外専 門家 の招鵬






なお,こ の1年 間 の外国人専門家 の当 センターへ の来訪は,合 計35名にのvる 。
5.東 南 アジア研究 セソ ターか らの海外学会 出席
岩村所 長は1965年3～4月にHRAF理 事会 とアジア学会 出席 のため渡米,あ わせて関
係諸大学を訪問 した。本岡教 授は1965年6月Yc東南 アジア研究 セソターを代表 して フィ リ
ピン大学政 治学科50周年式典 に参 列,11月にはバ ソコクでのチュ ラロン コーソ大学主催 の
アジ ア研究セ ミナー,ク ア ラル ンプール でのマ レーシア資料収集 会議,11～12月バ ソ コク






1年近 くかか った 約250万枚 のカー ドか らなるHumanRelationAreaFiles(人間 関
係地域 資料集)の 整理 もおわ り,1965年7月1日に京都大学 附属図書 館にHRAF室 を 開
設,利 用規定 も作成 して,一 般公開のは こびにいたった。
2.資 料 室
東南 アジ ア研 究セ ソターの なかに資料室 が設 け られ,東 南 アジア関係 の図書 ・雑誌 ・地
図 ・政 府刊行物 な どの収 集整理が開始 された。
出 版 事 業
東南 アジア研究計画 のしめ くくりはい うまで もな く研究成果 の出版にあ る。
ユ.ReportsonResearchinSoutheastAsia




国内シ ソポジ ウムの報告は 「東南 アジ ア研究」 特集号 を もって あて られたが,そ の英:文
報告が東南 アジア諸 国で強 く要請せ られ たため,英 文 として プ ロシーデ ィングを刊行す る
こととな り,1966年3月に,ま ずNo.1RiceCultureinMalayaが発刊 され た。
3.季 刊 「東 南アジ ア研究」
季刊誌 「東南 アジア研究」 は,1965年度第3巻1～5号 が刊行 され,そ の うち第4号 は
「東南 アジアにおけ る水資源利用」の シンポジ ウムの特集号 にあて られた。
4.年 刊 「東南 アジ ア研究 セソ ター所報 」お よび
BulletinoftheCenterforSoutheastAsianStudies
日英両文 で 出版 され る東 南 アジア研 究セン ターの 年 次報告 は,1965年度には,第2号
1964/65が公刊 され,1964年度 の事業報 告 と1965年度の事業計 画が掲載 された。
5.東 南 アジ ア研 究双書
不定;期刊 の邦文研究報告 として本双書 を発行 す る こととし,第1巻 は棚瀬裏 爾博士 の遺
稿 「他 界観念の原始形態」が あてられ,年 度を こえて/966年4月にで きあがった。
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東南アジ ア研究第1期5力 年計 画は1966年4月よ り第4年 度 にはい る。現地調査 研究は
なおつづけ られ るが,本 年度か らは,こ れ までの現地調査 の とりまとめ と,そ の成 果の出
版 にしだ いに重点が移 され る。 ここに1966年度の事業 計画を展望 しよう。
調 査 研 究 事 業
1現 地 調 査
第1期5力 年計画 としての社会科学部門の現地調査は,第3年 度をもってほぼ終了し,
スター トの!年 お くれた自然科学部門は本年度を現地調査の最終年度 とす る。
A社 会科学部門
1.ビ ル マ ・タイ地域 調査
村落調査 のため東北 タイに定着 中の水野研修良は7月 末 まで現地に滞在 し,調 査 を終了
す る。 カレン族 を研 究中の飯 島助手 は7月 末 の現地調査終了後,カ レン族 文献の最 も整備
され ている ロン ドンの旧イン ド省 図書館,ワ シン トソの国会図書館をは じめ欧米諸 国で文
献的研究をすす め,1ユ月末帰国の予定。
ビル マ ・タイ地域調査 の一環 として,石 井米雄助教授(東 南 ア研)が,5月 か ら年 度末
まで,バ ン コク連絡事務所の責任者 とな る とともに,タ イ国 におけ る農奴制(Phrai)と奴
隷制(That)の崩壊過程について文献研究 とともに メナム平 原での現地調 査をすす め る。
2.マ レーシア ・イソ ドネシア地域調査
ア ロール ジャソグスの調査 は前年度終了 した。エ ソダウの非 回教徒部落 を調査 していた
前 田大学院学生 は,1ヵ 月のば して本年度 の4月 末 まで調査 を行 なった。
3.東 南アジアの政治構造 と法律 にかんす る研究
大阪市大神谷教授 は前年度か ら現地調査をすすめ てお り,本 年度6月 までイン ドネシア
に滞在す る。溜池良夫教授 ・川叉良世助教授(法 学部)は,タ イ ・マ レーシア ・フィ リピ
ン ・イ ン ドネシアに赴 き,こ れ ら諸国 の法律 の比較 研究 のた めの資料 を収 集する。 これを
もって,東 南アジア諸国 の法律にかんす る現地研究が開始 され る。
15
糸をつむ ぐア カ族の少女 。(タ イ北 部)
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前川暢夫助教授(結 核研究所)が8月 に,主 としてヵンボジアにおいて肺結核化学療法















礎 となるものである。高谷好一研究生(工 学部)は8月 より翌年5月 にかけ,チ ュラロン
コーソ大学を根拠として現地においてデータを収集 し,また実地調査を行なう。
祝宴の料理を運ぶ女達。(タイ南部) 闘牛。村人のたの しみの一 つ。(タ イ南部)
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チェンマイで市販されてい る良質米と砕米.
値段は1♂ あた り約30円と約20円.(タ イ)
南タイの魚市場
3.農 業生産班
(1)熱 帯水田土壌 の調査 研究
川 口教授 ・久馬助手 の両名は11月下旬 より明年2月 に
わた り,東 パキ ス タン ・カンボ ジアの水田土壌 の調査を
行な う。
松尾嘉郎助教授(農 学部)は8月 より9月 にかけタイ・
マラヤ ・カンボジアの水 田につ いて湛水期におけ る土層
分化 の様相を精査す る。
服部共生助教授(京 都府大農学部)は,前 年度 に渡部
助教授 に より水稲 の生育相 ・収量構成因子 の解析が詳細
にな され た北 タイの水 田について,同 助教授 の案内を え
て,立 地土壌学的 に精密 に調査す る。
(2)東 南 アジ アにおけ る水稲 の植物栄養学 的研究
福井大学院学生 は昨年度 にひきつづ き,パ ンケンの タ
イ米穀局技術部試験場 に実験室 を もち,6月 より明年1
月にかけ て,水 田におけ る窒素 の天然供給,チ ャオ ピア
デル タにおけ る水稲 の生育相 な どの研究をつづけ る。
高橋英一教授(農 学部)は タイ ・マ ラヤ ・カンボジ ア
の水稲 にっい てア ミノ酸代謝を中心 とした研究 と福井大
学院学生 の現地 におけ る指導 とを行 なう。
(3)東 南 アジア におけ る水稲 病害 にかんす る研究
赤井教授 は昨年 度 タイ ・マ ラヤ ・フィ リピンの水稲に
つ いて出穂前 の病害を調査 したが,今 年度は同 じ地域 を
対象 とし,11,月を中心 とした出穂後 の調査をすすめ る。
(4)東 南アジアの農業水利 開発にかんする研究
冨士岡教授は,海 田能宏助手(農 学部)を ともない,
12月より明年1月 にわ た りタイ ・マ ラヤにおいて農業 水
利開発方式,な らびに水 田用水 の合理的利用 と末端配水
組織 にかんす る研究 に重 点をお く。
(5)東 南アジ アにおけ る家畜改良 にかんす る研究
昨年 度予察 をす ませ た西 川教授 は,佐 々江洋太郎大学
院学生(農 学部)と ともに,11月中旬現地において,マ
ラヤにおける家畜改良 の研究 の基礎方針 をた てる。佐 々
江大学院学生 は,ひ き'つづ き朋 年4月 上旬 まで滞在 し,
その方針 に したがって研究 をすすめ る。
(6)東 南アジアにおけ る木材 の研究
貴 島恒夫教授(木 材研究所)は 南方材利用 の研究の一
環 として,9～10月,タ イ ・マ レーシアの木材の生産 ・
利用状況 を調査す る。
■ 第2期 計 画の た めの予備 調 査
第2期5力 年計画には,現地ラボラトリー設置の検討をはじめ として多 くの問題がある。
そのため,約5名を現地に派遣 し,実態調査 ・資料収集および各国政府機関 との交渉をする。
皿 バ ンコク連 絡事 務所
昨年度にひきつづきバンコク連絡事務所を運営1石 井助教授が本年度の責任者 となる。
養 成 事 業
1.留 学 生
留学生 として下記の3名 を昨年末に選考した。7月 ごろよりち くじ留学国に出発する。
法貴 誠 大学院学生(農 学部)農 業機械学専攻 国際稲作研究所(フィ リピン)
野口 英雄 大学院学生(工 学部)建 築学:専攻 バソ ドソ工科大学(イソドネシア)
阪本 恭章 助手(東京外大AA研)ク メール語専:攻 カンボジア
2.奨 励金受給者
1966年度研究奨学生 として次の3名が採用された。
水野浩一(東 南ア研研修員)・坪内良博(文 学部研修員)・高谷好一(工 学部研究生)
交 流 事 業1
1.シ ソポジ ウム
1966年10月1～2日に,第3回 国内シソポジ ウム 「熱帯医学」 を厚生 省な らびに海 外技
術協 力事業 団 と共催 す る。
2.外 国人専 門家の短期 招膀
本年 度は,Prof.F.Trager(NewYorkUniv.),Mrs.BoonhtomDhamcharee(National
ResearchCounci1,Thailand)ほか1名 の専門家を短 期招聰 す る予定 であ る。
3.東 南 アジ ア研究セ ンターか ら専 門家のア メ リカへの派遣
本年度 も例年 どお り,HRAF理 事会 に岩村所長 を派遣 す ることとした。1966年3～4月
に渡米。岩村所長は理事会 出席後,関 係機関や大学を訪問 して帰 国した。
図書資料整備事業
前年度にひきつづ き,HRAF室 の整備 と資料室の充実をはかる。
出 版 事 業
出版計画 とLて わ れわれが最 も重 点をお くReportsonR二esearchinSoutheastAsiaの
本格 的な出版が,本年 すすめ られ る。現在 の ところ約7冊 を計 画す る。SymPosiumSeries
としてJapan'SFutureinSoutheastAsiaとWaterUtilizationinSoutheastAsiaの
2冊 が予定 され てい る。季刊誌 「東南 アジ ァ研究」は第4巻 の第1～5号 が刊行 され,そ
の うち,第4号 は熱帯医学 シンポ ジウムの特集号Ycあて られ る。
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お わ り に
東南アジ ア研究計 画の過去3力 年 の経験 か ら,い か に学術研究の未 開拓の フィール ドが
多いか,ま た,学 術研究が いかに この地域 の発展 のため重要で あるかを痛感す る。東 南ア
ジアの総合 的研究 をいっそ う発展 させ るべ きで ある。
それ には研究 の基礎条件 を整備 してゆかねば な らない。 さいわ いに1965年度に東南アジ
ア研究 セ ンターは官制化 され,1部 門が設 け られたが,研究課題の多様性か らみて,東 南ア
ジア研究 をすすめてゆ くには,5部 門1資 料室 にまで拡充 され る ことが切望 され る。第1
期5力 年計 画には,フ ォー ド財 団の研究資金 のほか,わ が国財界の寄付 金 とかな りの国費
をえた。第1期 計画 の成果 の公刊 を とお して,こ れ ら研究資金を拠出 していただいた方 々
に酬 いたい。研究資金 の確保 は公刊 され る研究成果 のいか んにある と信ず る。
第1期 計 画の第4,5年 度には,こ れ までの調査 研究 の とりまとめに重 点を お く。他方,
過去 の経験 と実績 とについて十分 に検討反省 し,第2期5力 年計画の樹立につ とめたい。
現在,タ イ とマ レーシアにお けるintegratedareastudies,イン ドネ シア ・カソボジア ・
フィ リピンにおけるpreparatoryprojectを構想 してい る。







季 刊 「東 南 ア ジ ア 研 究 」(1963年6月 発 刊)
第1巻 第1号 ～ 第4巻 第!号(通 巻14号)








東 南 ア ジ ア 研 究 双 書(1966年4月 発 干lj)
















































































農博 本 岡 武
石 井 米 雄
飯 島 茂
坪 内 良 博
水 野 浩 一
麟 高 谷 好 一
文博 泉 井 久 之 助
文博 織 田 武 雄
文博 池 田 義 祐
文博 西 田 竜 雄
法博 相 良 惟 一
池 田 進
文博 佐 藤 幸 治
小 田 武
小 倉 親 雄
森 口 兼 二
栗 本 一 男
法博 中 田 淳 一
法博 田 畑 茂 二 郎
法博 猪 木 正 道
磯 村 哲
法博 平 場 安 治
溜 池 良 夫
福 島 徳 寿 郎
法博 道 田 信 一 郎
法博 勝 田 吉 太 郎
香 西 茂
麟 上 山 安 敏
清 永 敬 次
園 部 逸 夫
竜 田 節
高 坂 正.尭
村 松 岐 夫
経博 堀 江 保 蔵
経博 鎌 倉 昇
理博 芦 田 譲 治
理博 波 多 野 博 行
理博 久 保 寺 章
理博 小 沢 泉 夫
理博 吉 川 恭 三
理博 田 川 基 二
齢 岩 槻 邦 男
医博 浅 山 亮 二
医博 美 濃 口 玄
医博 村 上 仁
医博 西 占 貢
医博 岡 田 誠 太 郎
医博 小 野 尊 睦
医博 加 藤 清
医博 笠 原 嘉
齢 佐 藤 匠
医博 天 野 義 彦
薬博 井 上 博 之
薬博 木 島 正 夫
薬博 秦 清 之
工博 松 尾 新 一 郎
理博 滝 本 清
工博 吉 住 永 三 郎
工博 向 井 滋
工博 森 山 徐 一 郎











































































助教授 工博 谷 口敬 一 郎
講 師 河 野 伊 一 郎
講 師 理博 港 種 雄
講 師 工博 入 江 恒 爾
教 授 農博 上 坂 章 次
教 授 農博 長 谷 川 浩
教 授 農博 西 川 義 正
教 授 農博 四 手 井 綱 英
教 授 農博 川 口桂 三 郎
教 授 農博 赤 井 重 恭
教 授 農博 沢 田 敏 男
教 授 農博 冨 士 岡 義 一
教 授 農博 桑 原 正 信
Ph,D.ウ教授
イスコン 貝 原 基 介
シソ大学
教 授 農博 高 橋 英 一
助教授 農博 堤 利 夫
助教授 農博 松 尾 嘉 郎
助教授 農博 田 中 正 武
助教授 農博 南 勲
助教授 菊 地 泰 次
助教授 阿 部 亮 耳
助教授 亀 谷 是
助 手 齢 久 馬 一 剛
助 手 齢 堀 川 幸 也
助 手 北 村 貞 太 郎
助 手 齢 河 津 一 儀
助 手 麟 小 林 達 治
助 手 菅 誠
助 手 荻 野 和 彦
教 授 柴 田 実
教 授 西 村 睦 男
教 授 大 浦 幸 男
教 授 理博 吉 井 良 三
教 授 理博 平 野 実
教 授 農博 山 下 孝 介
教 授 久 米 直 之
助教授 安 藤 昭 一
助教授 尾 崎 雄 二 郎
助 手 横 田 澄 司
教 授 理博 水 渡 英 二
教 授 平 岡 武 夫
助教授 丈博 日比 野 丈 夫
助教授 ・ 吉 田 光 邦
教 授 医博 長 石 忠 三
教 授 医博 内 藤 益 一
助教授 医博 寺 松 孝
助教授 医博 前 川 暢 夫
教 授 農博 貴 島 恒 夫
教 授 農博 北 尾 弘 一 郎
助教授 農博 西 本 孝 一
教 授 農博 葛 西 善 三 郎
教 授 工博 石 崎 濃 雄
教 授 理博 山 口 真 一
教 授 工博 若 林 実
教 授 工博 石 原 安 雄
教 授 工博 芦 田 和 男
教 授 農博 角 屋 睦
教 授 南 井 良 一 郎
助教授 理博 樋 口 明 生
助教授 中 川 博 次
助教授 光 田 寧
助教授 高 田 雄 次
Ph.D.助教授

































































所 属 職 名 氏 名 研 究 題 目
防災研究所














松 井 千 秋
医博 東 昇
医博 松 木 清 一









学 外 研 究 参 加 者 名 簿 (ABC順)


















































文博 足 利 惇 氏
綾 部 恒 雄
藤 本 勝 次
藤 原 利 一 郎
藤 吉 慈 海
農博 服 部 共 生
伊 原 吉 之 助
今 立 源 太 良
石 堂 豊
神 谷 不 二
薬博 木 村 康 一
轟奇 北 川 尚 史
口 羽 益 生
農博 小 林 純
前 田 清 茂
中 村 孝 志
大 野 徹
酒 井 敏 明
佐 藤 孝
正 垣 幸 男
高 木 英 明
高 木 太 郎
薬博 高 橋 三 雄
医博 戸 田 圓 二 郎
築 島 謙 三
農博 上 田 弘 一 郎
農博 渡 部 忠 世
山 口 三 郎




















































































































二 人交 ・社会科学部 人文 ・社会科学的調査研究の
立案,実施および連絡調整に関すること。


































学部 ・教養部 ・研 究所 な ど
東南アジア研究センター管理委員会 委員長 ・副委員長
研究担当教官
京都大学総長 専 任 教 官
運営委員会
総 務 部




自 然 科 学 部
事 務 室
主 任 ・副主 任




















農 学 部 長
人交科学研究所長
文 学 部 長
教 育 学 部 長
法 学 部 長
経 済 学 部 長
理 学 部 長
医 学 部 長
薬 学 部 長
工 学 部 長
教 養 部 長
結 核 研 究 所 長
防 災 研 究 所 長
東南アジア研究セン
ター所長
庶 ・務 部 長
経 理 部 長
小 林 章
森 鹿 三
大 山 定 一
鰺 坂 二 夫
田畑茂二郎
大 橋 隆 憲
後 藤 良 造
山 田 肇
上尾庄次郎
桜 田 一 郎
山 下 孝 介
長 石 忠 三
石原藤次郎
岩 村 忍
内 藤 和 美
西間木久郎
東南アジア研究センター運営委員会
所長 人文科学研究所教授 岩 村 忍(社会科学部主任)
委員 文 学 部 教 授 泉井久之助
〃 教 育 学 部 教 授 相 良 惟 一(総務部副主任)
〃 法 学 部 教 授 猪 木 正 道(社会科学部副主任)
〃 法 学 部 教 授 溜 池 良 夫
〃 経 済 学 部 教 授 堀 江 保 蔵(総務部主任)
〃 理 学 部 教 授 芦 田 譲 治(自然科学部主任)
〃 医 学 部 教 授 美濃 口 玄
〃 医 学 部 教 授 藤 原 元 典
〃 医 学 部 教 授 西 占 貢
〃 薬 学 部 教 授 木 島 正 夫
"工 学 部 教 授 滝 本 清
〃 農 学 部 教 授 四手 井綱英(自然科学部副主任)
〃 農 学 部 教 授 川 口桂三郎
〃 教 養 部 教 授 吉 井 良 三
〃 結 核研究所 教授 内 藤 益 一
"防 災 研究所 教授 山 口 真 一





1965年度 事業 の 経過
調査 研究 事 業・









ビル マ ・タ イ地 域 調 査
マ レ ー シ ァ ・イ ン ドネ シ ァ地 域 調 査
東南 ア ジァの宗 教
東 南 ア ジ アの教 育










調 査 研 究計 画 の た めの予 備 調査




























1966年度 事 業の 展 望
調査研究事業








ビル マ ・タイ地 域 調 査
マ レー シ ア ・イ ン ドネ シァ地 域 調 査
東 南 ア ジアの政 治構 造 と法律




医薬 班 … ….
地 学班 … …
農業 生 産 班
第2期 計 画 の た めの予 備 調査
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東 南 ア ジァ研 究 セ ンタ ーに か んす る規 程
東 南 アジァ研 究 セ ン ター管理 委員 会 名 簿
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